
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 今年で３回目になる「日米医療機器イノベーションフォーラム」を１０月１９日に広島
国際会議場で開催します。 
 このフォーラムは，世界最大の医療機器市場にして，最大の生産国である米国と，日本
の医療機器，ヘルスケアの関係者が一堂に会し，スタンフォード大学発のバイオデザイン
プログラム（※）という人材育成手法や，日米のタイアップによるビジネス課題の解決法
を，具体的な取組，成功事例等を挙げながら議論するものです。 
 

 

 

 

 

 本県でも，「イノベーション立県」の実現に向け，世界トップレベルのものづくり技術の集積を

活かし，医療関連産業の育成によるクラスター形成を目指して，平成２３年から取り組んでいると

ころです。 
 こうした中，シリコンバレーにおける医療機器

開発分野での主要メンバーであるフォーラム参

加者たちと議論を交わし，県内企業・大学，さら

には国内企業・大学がネットワークを構築できる

機会を持つことは，県内企業のみならず，日本の

医療機器ビジネスの活性化に大いに資するもの

です。 
 
                           昨年開催（２回目：大阪）の登壇者 
＜フォーラムの概要＞ 

 ○ 日 時：平成２８年１０月１９日（水）１０：００～１８：００ 
 
 ○ 会 場：広島国際会議場「ヒマワリ」（広島市中区中島町１－５「平和記念公園」内） 

 
 ○ 主 催：US－Japan Medtech Frontiers 

日米医療機器イノベーションフォーラム in広島 実行委員会 

（広島県，広島大学，中国経済連合会，公益財団法人ひろしま産業振興機構） 

  

 ○ プログラム： 

パネルディスカッション「医療機器関連地域クラスターの形成に向けて」 

   講演 「米国における医療機器イノベーションの概要」，「破壊的イノベーション」 

   パネルディスカッション「日本における医療機器イノベーションの未来」など７セッション 

  

 ○ 参加者：約５００人（事前申し込み制）  http://www.jp-us-mdif2016.com/ 

  
  □ 当日の取材は可能です。10月 14日（金）までに，担当者にご連絡をお願いします。 

資 料 提 供 
平成 28年 10月 11日 

課 名：医工連携推進プロジェクト・チーム 
担当者：藤原，藤井，佐々村 
内 線：3351・直通（082）513－3351 

 日本の医療機器ビジネスの発展に向けた課題を探る 

「2016 日米医療機器イノベーションフォーラム in 広島」の開催 

日米の医療機器開発の第一人者による議論が広島で行われます。 

 

※バイオデザインプログラムとは 
 米国スタンフォード大学で開発された，革新的なメディカルデバイスを生みだすための若手人材育成プログラム。 
 すでに存在する課題を解くのではなく，課題そのものを見つけるところから始めてビジネスにつなげていくとい

う，デザイン思考の医療機器開発に特化した人材育成プログラム。 
 

http://www.jp-us-mdif2016.com/
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2016  

日米医療機器 
イノベーション 
フォーラム  

in 広島 

同時通訳 
有り 

広島国際会議場「ヒマワリ」 
（路線バス「平和記念公園」下車すぐ） 

主な登壇者 

 
US-Japan Medtech Frontiers 
日米医療機器イノベーションフォーラム in 広島 実行委員会 
（広島県, 広島大学, 中国経済連合会, ひろしま産業振興機構） 

※懇親会(有料)18:00～ 

湯﨑英彦 広島県知事 

Jack Moorman US-Japan Medtech Frontiers 

石井正純 AZCA Venture Partners 

Mir Imran Founder，InCube Labs，Inc 

David Cassak The MedTech Strategisist 

Ken McDonnel US-Japan Medtech Frontiers  

Dale Wahlstrom 
池野文昭 スタンフォード大学 

Gordon Saul スタンフォード大学 

Hanson Gifford The Foundry 

Jeff Christian Phoenix Deventures 

Daniel Burnett Theranva 

内田毅彦 日本医療機器開発機構 

大下創 MedVenture Partners 

Allan Johnston Synergy Ventures 

Jeff Trost GCA Savvian 

中尾浩治 日本医療機器産業連合会 会長 

 
下記HPからお申込み下さい。 
 

http://www.jp-us-mdif2016.com/ 
 

※定員(500名)に達し次第申込み締切とさせて 

 頂きますので，お早めにお申込み下さい。 

参加お申込み方法 
QR 

コード 

主催 

開催場所 

参加費：無料 
 

(事前申込制&定員500名) 

▲
 AM ９:００ 受付開始 

【コーディネーター】 
 Jack Moorman (US-Japan Medtech Frontiers) 
 Ken McDonnell (US-Japan Medtech Frontiers) 
 石井正純 (AZCA Venture Partners) 
 池野文昭 (スタンフォード大学) 
 仁賀建夫 (経済産業省) 
 Elton Satusky (Wilson Sonsini Goodrich Rosati ) 
 Casey McGlynn (Wilson Sonsini Goodrich Rosati ) 

主な登壇者(予定) 

湯﨑英彦 

Peter Howard Senior Vice President,  
Triple Ring Technologies 

CEO, Theranova 

広島県庁 商工労働局 
医工連携推進プロジェクト・チーム 
〒730-8511 広島県広島市中区基町10番52号 東館2階 

TEL:082-513-3351 
MAIL:s-sasamurah2451@pref.hiroshima.lg.jp 

お問い合せ 

Elton Satusky Partner, Wilson Sonsini  
Goodrich Rosati 

広島県知事 

内田毅彦 
代表取締役 
日本医療機器開発機構 

青山竜文 
ヘルスケア室 室長 
日本政策投資銀行 

大下創 
代表取締役社長 
MedVenture Partners 

Jeffrey Christian CEO, Phoenix DeVentures 

Gordon Saul 
Executive Director,  
Stanford Biodesign Program 

Luis Carbonell CEO, MagArray 

清峰正志 
Investment Director 
Mitsui & Co. Global Investment 

Richard Packer Chairman 
ZOLL Medical Corporation 

中尾浩治 
会長 
日本医療機器産業連合会  

Daniel Burnett 

Julia Rasooly CEO, PuraCath Medical 
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参加申込締切日 

２０１６ １０/７ FRI 
日米医療機器イノベーションフォーラムin広島 HP 

http://www.jp-us-mdif2016.com/ 

会議(無料)に参加になるには，Webでの 
事前申込が必要となります。下記HP 
よりお申込み下さい。 

会議終了後，懇親会を開催致します。 
参加ご希望の方はWebからのお申込 
み時にご希望下さい。 
 

■参加費：5,000円 
■会場：国際会議場内 会議室ダリア 
■定員：２００名（先着順） 

■会場所在地：広島県広島市中区中島町1-5 
 

■JR広島駅から■ 
路線バス：所要時間:約20分  
 南口バスのりばA-3 ホームより、広島バス24号線吉島営業所 
 または吉島病院行「平和記念公園」下車すぐ 
市内電車：所要時間:約25分  
 ・広島港①行「袋町」下車、徒歩約10分 
 ・西広島②、江波⑥、宮島行「原爆ドーム前」下車、徒歩約10分 
タクシー：所要時間:約15分  
 

■広島空港から■ 
リムジンバス：所要時間:約70分 
 空港ターミナルビル1階到着フロア1番ホームより、 
 広島バスセンター行終点下車、徒歩約10分 
タクシー：所要時間:約50分  

Japan-US  Medical  Device  

Innovation  Forum 

2016  in  Hiroshima 

会場地図 

国際会議場 

9:00  開場・受付開始 
 

＜午前の部＞ 10:00 – 12:00 
主催者挨拶 
 湯﨑英彦 （広島県知事） 
 Jack Moorman （Chairman，US-Japan Medtech Frontiers） 
 

医療機器関連地域クラスターの形成に向けて 
 石井正純 （Managing Director, AZCA Venture Partners） 
 広島県，岡山県，山口県，広島大学，岡山大学，山口大学 
 

講演 - 米国における医療機器イノベーションの動向 
 石井正純 （Managing Director, AZCA Venture Partners） 
 

講演 - 破壊的イノベーション 
 Andrew Farquharson (Managing Director, InCube Ventures, LP) 
  

昼食 
 ～昼食中プログラム～ 
 株式会社ジェイ・エム・エス 医工連携の取組紹介 

 
＜午後の部＞ 13:00 – 18:00 
日本における医療機器イノベーションの未来 
 Ken McDonnell (Chief Financial Officer, US-Japan Medtech Frontiers) 
 Peter Howard (Senior Vice President, Triple Ring Technologies) 
 Daniel Burnett (CEO, Theranova) 
 八木 雅和 (招へい教員, 大阪大学大学院医学系研究科) 
 Jeffrey Christian (CEO, Phoenix DeVentures) 
 Gordon Saul (Executive Director, Stanford Biodesign Program) 
 内田毅彦 (代表取締役, (株)日本医療機器開発機構) 
 

米国と日本の連携投資 
 Elton Satusky (Partner, Wilson Sonsini Goodrich Rosati) 
 青山竜文 (課長, 日本政策投資銀行産業調査部) 
 大下創 (代表取締役社長, MedVenture Partners) 
 Allan Johnston (Managing director, Synergy Partners) 
 Jeff Trost (Director, CA Savvian Advisors) 
 Bob Brownell (Managing Director, Emergent Venture Partners) 
 清峰正志 (Investment Director, Mitsui & Co. Global Investment) 
 

日米連携による成功事例 
 Casey McGlynn (Partner, Wilson Sonsini Goodrich & Rosati) 
 Julia Rasooly (CEO, PuraCath) 
 Dean Zikria (CEO, Spirometrix) 
 Robert Claar (CEO, Vorpal Technologies K.K.) 
 Richard Packer (Chairman, Zoll (Asahi Kaseiグループ)) 
 Luis Carbonell (CEO, MagArray) 
 

課題解決につながる次世代ヘルスケア産業の創出 
 池野文昭 (Program Director (US), Stanford Biodesign) 
 仁賀建夫 (ヘルスケア産業研究官, 経済産業省) 
 坂本光広 (代表取締役, (株)イデアクエスト)  
 民秋清史 (代表取締役, (株)モルテン)  
 久野孝稔 (事業推進部(社長直轄)部長, サイバーダイン(株))   
 物部真一郎 (代表取締役, (株)エクスメディオ） 
 四ノ宮昇 (グループリーダー, オムロンヘルスケア(株)) 
 

閉会の挨拶 
 中尾浩治 (会長, 一般社団法人 日本医療機器産業連合会) 

 
＜懇親会＞ 18:00 - 19:30 
 （国際会議場内 会議室「ダリア」） 
 会費5,000円当日徴収 

会議内容※同時通訳有り 

日本－米国 
タイアップによる医療機器ビジネス醸成 
 

日本の医療機器ビジネス醸成の為，政府関係組織，大
学，医療機関，企業が協力し，各県で医工連携の取組
を進めている。一方で，医療機器の輸入比率は年々増
加し，貿易赤字も増加の一途を辿っている。本フォー
ラムでは，広島県，岡山県，山口県，各県の取組・現
状から，日本医療機器ビジネスの課題，障壁を明らか
にし，世界最大の医療機器市場にして，最大の生産国
である米国のBiodesign手法の適用，日米のタイアッ
プによる解決法を，具体的な成功事例を挙げながら議
論する。 
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